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第 2 章では，コールタールからの新規なピッチ製造フ。ロセス (CHERRY -T プロセス:本論文に
よる重質油の改質精製などの処理技術を， Comprehensive Heavy Ends Refoming Refinery と命名し，









第 3 章では，石油系減圧残油から軽質油と重質分(固形製品)の新規な製造プロセス (CHERRY­
P フ。ロセス :P は Petroleum の略)の開発研究について述べているO また本プロセスの反応領域での
減圧残油の熱分解に伴うコーキング発生メカニズムを明らかにし，その防止対策について論じている。
また本フ。ロセスから得られる生成油と固形製品の性状の特徴について述べ，その性状と反応条件との



















(3) 生成軽質油の水素化分解用触媒としてモデル化合物を対象に， N i -H-Y型ゼオライトの有
用性を明らかにしているO
(4) 上述の熱分解プロセスは，コールタールを5000C近くまで加熱するためコーキングが非常に起こ
り易い温度域にあるが，加熱管内でのコーキング生成速度の解析から，その支配要因を明らかに
しコーキングの軽減に成功しているO
(5) 石油系残油はビスプレーキングとコーカーの中間の温度で熱分解を行なうことにより，軽質油
と，熱安定性および流動性に富む重質分を連続的に製造することに成功している。また，重質分
の性状を詳しく調べ，これが鉄鋼用強粘結炭代替品として優れていることを明らかにするととも
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に，実炉テストによりその有効性を検証した。なお，重質分のうち，固形分については，粒状活
性炭原料，ピッチ分は炭素繊維原料等としての用途を開発している。
(6) 上述の熱分解フ。ロセスでは，数%の石炭を加え，熱分解により生成するメソフェーズが石炭粉
に付着することによって，反応器内でのコーキング問題を解決しているo
以上のように本論文は重質炭化水素の構造化学的研究を基にその新規利用法の開発に成功して
おり，石炭および石油化学工業や炭素材料化学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認めるo
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